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霧島新燃岳噴火後の地殻変動とGPS観測
Crustal deformation after eruption of Shinmoedake, Kirishima and Continuous GPS Ob-
servation
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2011年１月 27日に霧島山新燃岳において爆発的噴火が発生した．われわれは噴火以前に４つのGPS連続観測点を設
置し，これにあわせて防災科学技術研究所の２点，京都大学防災研究所の１点，さらに国土地理院 GEONETの３点で，
観測網を構築していた．噴火後新燃岳周辺の地殻変動を明らかにするために１月 29日に MNZS，１月 31日に TKCH，
KRNO，さらに２月８日に KRYK と計４点の GPS連続観測点を増設した．それぞれの GPSデータは東京大学地震研究
所を経由し，あるいは直接鹿児島大学に１日１回集められ，Bernese GPS Software Ver. 5.0で IGS速報暦を使用して自動
的に解析されている．その結果，基線長を計算し，１日１回ホームページに自動でアップしている．
中尾・他（2011）は韓国岳西北西約 4kmの深さ 9.7kmに噴火時の変動源を推定した．その収縮源をまたぐ基線につい

て，基線長変化を比較した．2010年 12月１日から 2011年１月 25日までと 2011年２月１日から３月 28日までの２つ
の期間について，最小二乗法を用いて基線長の変化率を見積もった．噴火時の変動源をはさむ基線について噴火前に比
べて噴火後の変化率が減少したという事実はなく，年率４から５ cmで噴火後も伸びていることがかわった．また，噴火
後に設置した観測点からなる変動源をはさむ基線長についても年率４から６ cmで伸びていることが分かった．
以上より，新燃岳の噴火活動は低下したとは言えず，今後マグマの蓄積，移動に起因する地殻変動を注意深く観測す

る必要ある．
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